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平
成
二
十
三
年
度
の
各
会
計
決
算
が
九
月

二
十
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で

認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
平
成
二
十
三
年
度
武
蔵
野
市
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
」
と
「
平
成
二
十
三
年
度
武
蔵

野
市
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
」
の
二
議
案
は
、
十
九
日

に
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
四
日
間
の
審
査
を
行
い
、
二
十
五
日
の

委
員
会
最
終
日
で
は
質
疑
・
討
論
終
了
後
、

全
会
一
致
で
認
定
・
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
（
二
・
三
面
に
決
算
特
別
委
員
会

審
査
概
要
を
掲
載
）。

　

二
十
八
日
の
本
会
議
で
は
、
両
議
案
に
つ

第
三
回
　
市
議
会
定
例
会

　
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
四
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
、
十
七
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
平
成
二
十
三
年
度

武
蔵
野
市
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
な
ど
十
五
件
の
市
長
提
出
議
案
、
武
蔵
野
市
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
計
二
件
の
議
員
提
出
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
決
算
を
認
定

一
般
会
計
歳
入
は
六
百
一
億
円
、

一
般
会
計
歳
出
は
五
百
六
十
九
億
円

「曼珠沙華」

撮影：谷口　成美（武蔵野市）
場所：井の頭恩賜公園（2012.10. １）

　今年の夏は記録的な暑い夏でした。暑さ寒さも彼
岸まで、ふと公園の片隅に咲く、曼珠沙華、天上の
花とも言われ、本格的な秋を迎える代表的な美しい
花です。この花を楽しまなければ、冬は訪れません。
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い
て
、
落
合
勝
利
決
算
特
別
委
員
長
が
委
員

会
で
の
審
査
経
過
の
報
告
を
行
い
、
各
会
派

の
代
表
と
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
一
名
の
計

八
名
が
、
い
ず
れ
も
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
討
論
終
了
後
の
採
決
の
結
果
、
両
議
案

は
全
会
一
致
で
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

暴
力
団
排
除
条
例
を
可
決

　

九
月
十
日
の
総
務
委
員
会
の
審
査
を
経

て
、
十
九
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、「
武
蔵

野
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
が
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
本
市
の
暴
力
団
排
除
に
対
す

る
強
い
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

昨
年
十
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
東
京
都
暴
力

団
排
除
条
例
に
定
め
の
な
い
規
定
を
補
完

し
、
市
や
市
民
、
事
業
者
の
責
務
等
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
が
、
市
民
、
事
業
者
、

警
察
等
と
の
協
働
に
よ
り
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

施
行
日
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
で
す
。

一
般
会
計
予
算
を
補
正

　

九
月
十
九
日
の
本
会
議
で
、
平
成
二
十
四

年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二

回
）
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
三
億
三
百
四
十
四
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
五
百
六
十
一
億
八
百
五
十
三
万
七
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
加
え
た
四
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
や
、
住
宅
対
策
に
お
け

る
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
の
委
託
料

の
増
額
の
ほ
か
、
新
武
蔵
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
整
備
運
用
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
費
が

増
加
す
る
見
込
み
の
た
め
、
債
務
負
担
行
為

補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

同
補
正
予
算
が
付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員

会
は
十
日
か
ら
行
わ
れ
、
い
ず
れ
の
委
員
会

で
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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一般会計歳入決算の内訳及び 歳出決算の目的別内訳

歳 出
569億7083万円

繰越金
26億8407万円 
（4.5%）

諸収入
6億6214万円
（1.1%）

使用料及び手数料
15億1934万円
（2.5%）

財産収入
7億2736万円
（1.2%）

消防費
21億7099万円 
（3.8%）

その他
5億9138万円 
（1.1%）

議会費
5億1740万円 
（0.9%）

その他
14億9051万円 
（2.5%）

公債費
25億9307万円 
（4.6%）

民生費
209億2982万円 
（36.7%）

教育費
76億5084万円
（13.4%）

総務費
106億1977万円 
（18.6%）

土木費
62億8304万円
（11.0%）

衛生費
56億1452万円 
（9.9%）

市税
372億2888万円 
（61.9%）

国庫支出金
63億1185万円
（10.5%）

地方消費税交付金
17億8204万円
（3.0%）

市債
9億6190万円
（1.6%）

繰入金
18億5845万円 
（3.1%）

都支出金
48億9175万円 
（8.1%）

人口1人当たり　441,907円
1世帯当たり　847,895円

人口1人当たり　418,771円
1世帯当たり　803,504円

歳 入
601億1829万円

　9 月 19 日の本会議において、委員 10 名からなる決算特別委員会が設置されました。委員会では 20 日から 4 日間にわたり平成 23 年度決
算の審査が行われ、25 日の最終日に全会一致で認定・可決すべきものと決しました。28 日の本会議では、落合勝利決算特別委員長が委員会
での審査過程の報告を行い、討論終了後の採決の結果、全会一致で認定・可決されました。
　平成 23 年度一般会計及び 4 特別会計の歳入決算総額は 862 億 3,487 万円、歳出決算総額は 828 億 7,707 万円で、33 億 5,780 万円が平成
24 年度へ繰り越されました。また、水道事業会計の収益的収入及び支出（消費税等控除後）は、収入 34 億 6,527 万円、支出 33 億 6,851 万
円で、差し引き 9,676 万円の純利益となりました。
　以下は決算特別委員会における審査の概要です。

審査した特別委員
平成23年度決算審査に当たっ
た特別委員の氏名は、次のと
おり。
◎落 合　勝 利	 ○川 名 ゆうじ
　西園寺みきこ	 　前 田　秀 樹
　木  﨑　　剛	 　島 崎　義 司
　内 山 さとこ	 　山 本 あつし
　与  座　　武	 　本 間 まさよ

◎印 委員長　 ○印 副委員長

落合勝利 決算特別委員長

　９月28日の本会議で決算に対する各会派の賛否の討論が行われました。以下はその要旨です。このほかに、
会派に属さない蔵野恵美子議員の賛成討論もありました。各会派の構成は６面に掲載しております。
　決算特別委員会の詳しい内容は、インターネット議会中継（アドレスを６面に掲載）または会議録でご覧い
ただけます。
　会議録は11月下旬以降、各市立図書館・コミュニティセンター、市役所の市政資料コーナー、または市議
会ホームページにおいて閲覧することができます。
　①�平成23年度武蔵野市決算の認定について
　②平成23年度武蔵野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

　東日本大震災後の１年を決算の視点で振り返
り、原発事故による放射能汚染への対応や、再

日本共産党武蔵野市議団

市民の暮らしを応援し、 
福祉・教育のさらなる推進を

　　　　　　本間まさよ議員

❶❷賛成

　平成23年度は、東日本大震災という生活・
価値観の土台を揺るがす災害から始まった。震

むさしの未来

地域力・市民力アップが実感 
された施策の展開を評価する

西園寺みきこ議員

❶❷賛成

　平成23年度予算は、さまざまな局面で東日
本大震災の影響を受けての予算執行であった。

市議会市民クラブ

地域防災計画見直しに際しては 
想定外を想定せよ

　　　　　　与座　武議員

❶❷賛成

　平成 23 年度は震災の影響等で本市の一般
会計の歳入・歳出決算額は前年度をいずれも

市議会公明党

中長期的な経済成長への持続的支援を

田辺あき子議員

❶❷賛成

　地域リハビリテーションの枠組みができたこ
とや、24時間の定期巡回等、高齢者が安心し

市民の党

今後の市政の進め方に、 
明確な方向性を求める

山本あつし議員

❶❷賛成

　平成23年度は、直前に東日本大震災が発生
し、本市でも非常事態対応を余儀なくされたが、

自由民主クラブ

市民目線でのさらなる情報の素早い 
公開と発信・提供を求める

木﨑　剛議員

❶❷賛成

　平成23年度は、東日本大震災と福島第一原
子力発電所事故の対応で始まった年であった

民主党・無所属クラブ

３.11 後の新たな社会の価値観を 
今後の市政に生かすべき

内山さとこ議員

❶❷賛成

総

括

東
日
本
大
震
災
を

通
じ
て
の
総
括
を

　
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
市
政
の

主
要
分
野
に
対
す
る
影
響
お
よ
び
市

と
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
何
か
を
伺
う
。

　
　

当
初
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
復
旧
、
復
興
費
用
は
、
補
正
、
流

用
な
ど
に
よ
り
、
事
業
執
行
を
遅
ら

せ
な
い
よ
う
対
応
し
て
き
た
。

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
前
倒
し
し
て
お
り
、
震
災
を
経

験
し
て
明
確
と
な
っ
た
課
題
解
決
に
向

け
た
計
画
策
定
を
成
し
遂
げ
た
い
。

　

放
射
線
対
策
に
つ
い
て
は
、
全
庁

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
対
応
し
て
き

た
が
、
デ
ー
タ
の
正
当
性
を
も
つ
こ

と
な
ど
で
政
策
の
最
適
化
を
図
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
力
に
よ
る
防
災
力

の
強
化
や
、
地
域
の
力
を
得
る
た
め

に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
市
民
の

共
通
認
識
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

地
域
の
力
に
つ
い
て
は
、
防
災
に
限

ら
ず
福
祉
な
ど
他
の
分
野
で
も
今
後

の
施
策
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

　
　

公
共
施
設
の
再
配
置
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　

今
年
度
は
基
本
的
な
考
え
を
ま

と
め
、
そ
の
後
個
々
の
施
設
の
検
討

に
入
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

市
が
直
営
で
行
っ
て
い
た
業
務

を
財
政
援
助
出
資
団
体
に
職
員
を
派

遣
し
、
委
託
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

人
件
費
の
削
減
効
果
は
ど
う
か
。

　
　

市
職
員
が
派
遣
先
で
退
職
す
る

と
補
充
の
た
め
派
遣
先
で
プ
ロ
パ
ー

職
員
が
採
用
さ
れ
て
い
く
。
市
職
員

の
平
均
給
与
は
プ
ロ
パ
ー
職
員
よ
り

高
い
た
め
、
削
減
額
は
給
与
単
価
の

差
額
に
人
数
を
掛
け
た
も
の
に
な
る
。

　
　

多
摩
二
十
六
市
中
、
独
自
の
給

与
表
を
作
成
し
て
い
る
市
は
、
本
市

を
含
め
て
五
市
の
み
で
あ
る
。
東
京

都
よ
り
も
高
水
準
で
あ
り
、
給
与
構

造
改
革
が
進
む
昨
今
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

給
与
構
造
を
ど
の
よ
う
に
改
め

て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
重
要

な
課
題
で
あ
り
今
後
検
討
し
た
い
。

歳

入

東
日
本
大
震
災
の

税
収
へ
の
影
響
と
見
通
し
は

　
　

東
日
本
大
震
災
の
市
税
収
入
へ

の
影
響
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

平
成
二
十
三
年
度
の
税
収
に
つ

い
て
、
個
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税

は
震
災
前
の
個
人
収
入
や
地
価
を
基

準
と
し
て
お
り
、
震
災
の
影
響
は
な

い
。
二
十
四
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、

現
時
点
の
想
定
で
は
、
税
制
が
現
状

の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
お
お
む
ね
横
ば

い
で
推
移
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

本
市
の
財
政
力
指
数
は
平
成
二

十
年
度
か
ら
徐
々
に
低
下
し
て
い
る

が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

歳
出
の
増
加
の
一
方
、
歳
入
の

増
加
は
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
ず
、
徐
々

に
低
下
し
て
い
る
。
指
数
の
比
較
的

高
い
他
の
自
治
体
も
減
少
傾
向
に
あ

り
、
今
後
も
微
減
の
方
向
と
考
え
る
。

総
務
費

東
日
本
大
震
災
へ
の

対
応
状
況
は

　
　

震
災
後
被
災
地
に
職
員
を
派
遣

し
て
い
る
が
、
派
遣
職
員
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
管
理
の
内
容
を
伺
う
。

　
　

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
事
前
に

冊
子
を
配
付
し
た
上
で
、
事
後
も
希

望
者
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　
　

国
際
交
流
協
会
の
事
業
報
告
書

に
、
災
害
弱
者
で
あ
る
外
国
人
の
東

日
本
大
震
災
で
の
経
験
を
反
映
し
た

記
載
が
欠
け
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

市
と
協
会
で
協
定
書
を
締
結
し
て
整

備
・
周
知
し
て
き
て
お
り
、
報
告
書

に
特
段
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
実

際
の
体
制
に
は
問
題
は
な
い
。

　
　

託
児
付
き
の
学
習
会
や
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

子
育
て
世
代
が
対
象
と
な
る
事

業
で
は
、
原
則
託
児
付
き
で
あ
る
。

　
　

国
際
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
の

市
内
で
の
知
名
度
を
上
げ
、
市
民
を

巻
き
込
む
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

看
板
等
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
こ
と

で
市
民
を
巻
き
込
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

歴
史
資
料
の
整
理
お
よ
び
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　

試
行
的
に
段
ボ
ー
ル
六
十
個
分

の
廃
棄
文
書
に
取
り
組
ん
だ
が
、
膨

大
な
手
間
が
必
要
だ
と
判
明
し
た
。

今
年
度
中
に
方
向
性
を
決
め
た
い
。

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
増
設
の
効
果
は
。

　
　

吉
祥
寺
で
客
引
き
が
や
り
に
く

く
な
っ
た
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。

民
生
費

保
育
園
の
待
機
児
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
は

　
　

市
内
に
百
二
十
名
を
超
え
る
保

育
園
の
待
機
児
が
い
る
が
、
対
策
は
。

　
　

境
こ
ど
も
園
の
開
園
や
、
北
町

保
育
園
の
移
転
改
築
に
よ
り
定
員
の

増
加
を
見
込
ん
で
お
り
、
二
十
六
年

度
に
は
待
機
児
の
解
消
が
図
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ホ
ー

ム
な
ど
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
の

充
実
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

理
念
の
も
と
に
、
需
要
の
調
査
や
当

事
者
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
に
よ

り
、
充
実
に
向
け
た
議
論
を
深
め
て

い
く
。

　
　

高
齢
者
の
寝
具
の
乾
燥
・
消
毒

事
業
が
、
事
務
事
業
見
直
し
の
対
象

と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　

対
象
者
の
基
準
が
不
明
確
で
あ

り
、
利
用
者
が
増
え
て
い
た
。
今
後

も
こ
の
事
業
を
一
定
の
予
算
の
中
で

継
続
す
る
た
め
、
対
象
者
の
基
準
に

条
件
を
追
加
し
見
直
す
こ
と
と
し
た
。

衛
生
費

が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
に
向
け
た
対
策
は

　
　

が
ん
検
診
の
受
診
率
が
目
標
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
が
、
受
診
率

向
上
に
向
け
た
対
策
の
実
施
は
。

　
　

二
十
四
年
度
に
受
診
率
向
上
を

目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

際
、
が
ん
検
診
の
案
内
を
同
封
し
、

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
市
報
で
は
、
毎
年

が
ん
検
診
特
集
号
を
発
行
し
、
周
知

に
努
め
て
い
る
。

　
　

法
定
の
予
防
接
種
に
加
え
、
任

意
の
予
防
接
種
も
拡
充
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

　
　

任
意
接
種
は
、
必
要
性
が
あ
る

も
の
は
法
定
接
種
化
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る
。
国
に
お
い
て
十
分
な
財
政

支
援
策
を
講
じ
る
よ
う
、
市
長
会
か

ら
要
望
を
提
出
し
て
い
る
。

　
　
「
廃
棄
物
会
計
」
の
導
入
に
よ

り
、
ご
み
処
理
や
資
源
化
の
コ
ス
ト

を
把
握
し
、
効
率
化
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
取
り
組
み
の
状
況
は
。

　
　

ご
み
処
理
基
本
計
画
に
記
載
の

と
お
り
、
導
入
し
て
社
会
経
済
的
に

効
率
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

今
後
も
研
究
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　

調
布
市
、
府
中
市
と
の
三
市
共

同
に
よ
る
、
生
ご
み
等
バ
イ
オ
マ
ス

の
資
源
化
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
つ
い

て
の
、
研
究
成
果
を
伺
う
。

　
　

生
ご
み
の
収
集
方
法
に
課
題
が

あ
る
こ
と
や
、
毎
年
高
額
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
等
か
ら
、

事
業
の
実
現
は
難
し
い
と
考
え
る
。

商
工
費
・
農
業
費

観
光
推
進
機
構
の

今
後
の
事
業
展
開
は

　
　

本
市
の
観
光
資
源
の
収
集
と
情

報
発
信
を
担
う
観
光
推
進
機
構
は
吉

祥
寺
中
心
の
活
動
に
思
わ
れ
る
が
、

今
後
の
全
市
的
な
展
開
は
あ
る
の
か
。

　
　

昨
年
よ
り
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
来
街
者
に
来
て
い

た
だ
き
、
市
内
全
域
を
回
っ
て
も
ら

う
取
り
組
み
を
始
め
た
。
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
も
始
め
る
。

　
　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
報
告
書

で
は
、
収
支
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

る
が
、
そ
の
意
義
は
い
か
に
多
様
な

商
品
を
世
に
出
す
か
で
は
な
い
か
。

　
　

大
ヒ
ッ
ト
し
た
商
品
は
ま
だ
な

い
が
、
交
流
し
て
い
る
都
市
に
情
報

を
返
す
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題

だ
が
、
他
の
交
流
事
業
と
も
連
携
し

て
う
ま
く
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
、
現
状
と
見
通
し
を
伺
う
。

　
　

二
月
に
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
講
座
を
行
う
。
先
立
っ
て
農
家
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
予
定
し
て
い
る
。

土
木
費

三
鷹
駅
北
口
駅
前
広
場
の

再
整
備
の
方
針
は

　
　

三
鷹
駅
北
口
駅
前
広
場
の
再
整

備
の
方
針
に
つ
い
て
、
事
業
調
査
研

究
の
委
託
に
よ
り
、
一
定
の
結
論
が

出
た
と
考
え
る
が
、
こ
れ
を
基
に
一

刻
も
早
く
事
業
を
展
開
す
べ
き
で
は
。

　
　

二
十
三
年
度
の
調
査
に
よ
り
道

路
、
交
通
の
あ
り
方
等
の
現
状
を
把

握
し
、
都
市
整
備
部
内
で
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
検
討
し
た
。
二
十
四

年
度
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
調
査

結
果
を
基
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
方
法
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

二
俣
尾
・
武
蔵
野
市
民
の
森
事

業
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
に
十

年
間
の
協
定
期
間
が
終
了
し
た
後
、

新
た
に
五
年
間
の
協
定
を
締
結
し
た

が
、
本
市
の
森
林
事
業
に
対
す
る
姿

勢
を
示
す
た
め
に
も
再
度
十
年
の
協

定
期
間
と
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　

平
成
十
八
年
に
青
梅
市
に
開
設

し
た
自
然
体
験
館
が
二
十
八
年
ま
で

の
協
定
の
期
間
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
期
間
に
合
わ
せ
た
た
め
で
あ
る
。

　
　

ム
ー
バ
ス
運
行
事
業
の
平
成
二

十
三
年
度
の
収
支
に
関
し
て
、
支
出

の
超
過
額
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る

が
緊
急
対
策
を
講
じ
て
は
。

　
　

対
策
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
を

か
け
ず
、
一
便
あ
た
り
の
乗
客
数
を

増
や
す
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

消
防
費

震
災
発
災
時
の
学
校
・

保
育
園
の
対
応
は

　
　

東
京
都
の
方
針
に
よ
れ
ば
、
大

震
災
発
災
時
、
帰
宅
困
難
者
は
三
日

間
待
機
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
場
合

の
保
育
園
・
小
学
校
の
対
応
は
。

　
　

都
の
帰
宅
困
難
者
対
策
条
例
が

来
年
四
月
に
施
行
と
な
り
、
発
災
時

に
帰
宅
困
難
の
保
護
者
が
見
込
ま
れ

る
が
そ
の
間
の
児
童
等
の
保
護
に
向

け
、
備
蓄
等
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
　

市
主
催
の
防
災
訓
練
の
ほ
か
、

地
域
主
催
の
防
災
訓
練
を
市
内
全
体

で
広
く
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

地
域
主
催
の
訓
練
は
、
主
体
と

な
る
自
主
防
災
組
織
等
の
広
が
り
が

地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
築

き
な
が
ら
、
行
政
主
導
に
な
ら
ず
、

地
域
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
引
き
出
す
働

き
か
け
を
継
続
し
た
い
。

決算特別委員会の審査風景

下回った。全般的には健全な市政運営がな
されたものと評価するが、デフレ脱却への
日本経済の再生に向けて、自治体のさらな
る行政改革への取り組みと、中長期的な経
済成長への持続的支援を求めるものである。
　今後も地震対策など新たな課題への対応
が求められることが予測されており、公共施
設の再配置を含めて持続可能性と柔軟性を併
せ持った財政運営への取り組みを期待する。

生可能なエネルギー施策の推進等の取り組み
を評価する。平成23年度の財政状況を見る
と、歳入では市税総収入額が前年度に比べて
２％増加したが、市民全体の生活が向上した
わけではない。財政力指数第２位という財政
状況を生かし、今後も、低所得者への配慮、
ひとり親家庭への家賃補助制度の存続や認可
保育園の増設など、市民の暮らしを応援し、
福祉、教育のさらなる推進を求めたい。

地域防災計画の見直しに今回の経験を生か
し、「想定外」を想定し、「想定外」を言い訳
に使わない計画になることを期待する。所管
課は監査委員の指摘事項に、しんしに対応す
べきである。公益法人改革により、議会の財
政援助出資団体への審査が困難になった。新
たな仕組みを作る必要がある。また、家庭・
学校・地域の連携を密にし、総合力として
の公教育の充実に向かうことを要望する。

災対応では、放射能汚染への市民の不安に
対して着実に対策を進めたこと、地域防災計
画の見直しに着手したことなど、経験したこ
とのない事態に全力で対応された。都市基
盤リニューアルでは、情報公開と合意形成の
基礎となる、「公共施設白書」を作成された。
　また、「居場所事業の広がり」など数値で
は表現できないが、地域力・市民力アップが
実感される事業を展開したことを評価する。

て暮らし続けることができるまちづくりに向け
た、着実な取り組みを評価する。ひとり親家
庭の問題を含む、所得の二極化問題は、社
会が抱える深刻な問題であり、一層の取り組
みを強く要望する。３．11以降、さまざまな
場面で自治体の選択が問われてきた。これま
での延長線上ではなく、社会も政治も変わっ
ていかなければならない。今後の市政の進め
方に、明確な方向性を持つことを求める。

さまざま突発的な出来事にも対処できた。災
害対策として、年間を通して物資の援助や協
力、人的派遣を行ったことは高く評価する。
　大震災の影響により、防災意識が向上し、
地域活動を通して情報共有・地域連携も進ん
だが、本市においても、市民目線でのさらな
る情報の素早い公開と発信・提供を行うこと
を求める。また、わかりやすい決算書等の書
き方やその説明への工夫を要望し、賛成する。

が、歳入は心配されていた市民税減収という
影響は見られず、堅調を保った。歳出では、
財政援助出資団体への公共サービスの外部化
により、物件費と人件費の差がこの6年間で最
も拡大した。このことが市民生活の向上につ
ながるか、今後慎重に見極める必要がある。
　長期計画の施策に連動した予・決算説明書
の作成と、東日本大震災に関する記録をまと
め、新たな価値観を市政に生かすよう求める。

教
育
費

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス

開
館
一
年
後
の
総
括
は

　
　

平
成
二
十
三
年
度
は
武
蔵
野
プ

レ
イ
ス
が
開
館
し
、
年
度
内
で
来
館

者
が
百
万
人
を
突
破
し
た
。
現
時
点

で
の
全
体
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

来
館
者
に
は
プ
レ
イ
ス
設
置
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
理
解
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
実
施
事
業
も
徐
々
に
認
知

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
付
加
価
値
の
つ
い
た

情
報
の
提
供
、
機
能
連
携
の
担
保
・

達
成
が
最
大
の
課
題
と
考
え
る
。

　
　

学
校
給
食
に
お
け
る
市
内
産
食

材
の
割
合
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

平
成
二
十
三
年
度
は
、
重
量

ベ
ー
ス
で
二
十
三
％
で
あ
る
。

　
　

中
学
校
で
の
食
育
が
昨
年
度
実

績
で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
よ

う
だ
が
、
今
後
の
具
体
化
策
は
。

　
　

給
食
・
食
育
振
興
財
団
の
平
成

二
十
四
年
度
の
経
営
目
標
は
「
中
学

校
へ
の
食
育
の
推
進
」
で
あ
り
、
第

三
中
学
校
で
は
家
庭
科
教
諭
と
連
携

し
、
栄
養
士
が
指
導
等
を
行
う
と
と

も
に
、
料
理
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
活
動

へ
財
団
職
員
を
派
遣
し
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
活
動
を
第
一
中
学
校
で
も

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
他
の
学
校

に
つ
い
て
も
少
な
く
と
も
、
昼
休
み

に
給
食
時
の
教
室
訪
問
を
行
い
た
い
。

　
　

昨
年
度
で
市
内
の
小
・
中
学
校

全
校
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
が
完
了

し
た
が
、
現
場
の
反
応
を
伺
う
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
学
校
訪
問
や
校
長
会
等
で
伺
っ

た
話
に
よ
る
と
、
子
ど
も
の
良
好
な

学
習
環
境
創
出
の
た
め
に
、
設
置
し

て
よ
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

特
別
会
計

東
京
都
へ
の
流
入

負
担
金
の
考
え
方
は

〈
下
水
道
事
業
会
計
〉

　
　

水
再
生
セ
ン
タ
ー
流
入
負
担
金

に
関
し
て
、「
雨
水
浸
透
ま
す
」
設

置
の
補
助
等
、
雨
水
の
下
水
管
へ
の

流
入
量
削
減
へ
の
努
力
が
評
価
さ
れ
、

減
額
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
　

負
担
金
の
金
額
は
、
施
設
の
維

持
費
や
日
々
の
処
理
費
用
に
基
づ
き

適
正
に
決
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
お
り
、
減
額
は
困
難
と
考
え
る
。

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
〉

　
　

一
時
期
安
定
し
た
療
養
諸
費
が

再
度
伸
び
て
き
て
い
る
が
、
原
因
は
。

　
　

二
十
三
年
度
は
前
年
度
比
四
・

二
％
の
増
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
他

市
で
も
同
様
で
あ
る
。
要
因
と
し
て

は
、
医
療
の
高
度
化
、
被
保
険
者
の

高
齢
化
等
が
考
え
ら
れ
る
。

〈
介
護
保
険
事
業
会
計
〉

　
　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
と
介

護
保
険
料
へ
の
影
響
を
伺
う
。

　
　

三
十
五
～
四
十
人
程
度
の
入
所

を
想
定
す
る
と
、
こ
の
こ
と
で
、
四

十
円
程
度
上
が
る
と
試
算
し
た
。

水
道
事
業
会
計

東
日
本
大
震
災
を
経
て

水
道
部
と
し
て
考
え
た
こ
と
は

　
　

東
日
本
大
震
災
を
経
て
改
め
て

考
え
た
こ
と
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等

の
飲
み
水
の
備
蓄
量
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

断
水
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
と
と
も
に
、
被
害
が
発
生
し
た

場
合
、
迅
速
な
平
常
給
水
へ
の
復
旧

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

水
好
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
一
万
二
千
本

と
、
東
京
都
か
ら
配
付
さ
れ
た
二

リ
ッ
ト
ル
六
千
本
を
備
蓄
し
て
い
る
。

監
査
意
見
書

〈
一
般
会
計
、
四
特
別
会
計
〉

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
書
及
び
付
属
書
類
は
、
法

令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

決
算
の
計
数
は
、
関
係
諸
帳
簿
及
び

証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り

は
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
に
伴
う
会
計
事
務

処
理
は
、
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に

執
行
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
基
金
の

運
用
状
況
を
示
す
書
類
の
金
額
は
、

基
金
出
納
簿
及
び
証
書
類
と
符
合
し
、

計
数
は
正
確
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
不
断

の
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
し
、
次
世
代
に
誇
り
を
も
っ

て
継
承
で
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
健
全
で
安

定
し
た
市
政
運
営
を
要
望
す
る
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、

地
方
公
営
企
業
法
そ
の
他
関
係
法
令

に
準
拠
し
、
お
お
む
ね
適
正
に
作
成

さ
れ
、
そ
の
計
数
は
関
係
諸
帳
簿
と

合
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
決
算
諸
表
は
、
水
道
事
業
の

経
営
成
績
及
び
財
政
状
況
を
適
正
に

表
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　
　
　
監
査
委
員　

五
十
嵐　

修

　
　
　
　
　
　
　

小
野　

正
二
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平成24年10月10日・11日、愛媛県松山市で第７回
全国市議会議長会研究フォーラムが行われ、きくち太郎
議長、土屋美恵子副議長が参加しました。

平成24年10月８日に、市民体育祭の総合開会式で、
来年東京で開催されるスポーツ祭東京2013の1年前イ
ベントであるカウントダウンボードの除幕式が行われ、
議員15名が出席しました。本市では、バスケットボール、
ラグビーフットボール等が行われる予定です。

携帯電話版武蔵野市
ホームページの開き方

携帯電話版ホーム
ページのお知らせ

　携帯電話で市議会からのお知らせを
ご覧いただけます。携帯電話版武蔵野
市ホームページを開き、「市議会のお知
らせ」をクリックしてください。

http://www.city.musashino.lg.jp/m/

下記のURLを直接入力するか、
携帯電話でQRコード
（2次元バーコード）を
読み取ってください。

　第３回定例会では９月４日、５日、６日に、17名の議員から一般質問が行われま
した。各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。
　詳しくは、11月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館・コミュニティ
センター、市役所の市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録
検索（第３回定例会分は11月27日登録予定）、インターネット議会中継（アクセス
手順：武蔵野市ホームページから→市議会→インターネット中継の順にクリック）で
ご覧いただけます。

　※�一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、
事務の状況や将来に対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めた
りすることをいいます。

保育園を必要とする世帯が急増している 
保育料改定は、慎重な検討を

山本ひとみ議員
	 今年の 12 月議会で保育料改定を行い

たいという市の方針が示された①保育園入
園希望世帯は、デフレ、勤労者の給与の低
迷、各種の公的な負担増などの影響を受け
ているが、どのように評価しているか②認
証保育園などの認可外保育施設の保育料負
担軽減を実施すべきと考えるが見解を伺う。
	 ①市民の負担増となることは、慎重に

検討しなければいけない②認可保育園の保
育料と合わせて考えていくべき課題である。
	 パートタイムの労働者や求職者が毎週

の曜日を指定して子どもを預ける、定期利
用保育制度の導入についての見解を伺う。
	 子育て支援策の一つとして検討したい。

女性施策の 
さらなる推進を

田辺あき子議員
	 ヒューマン・ネットワークセンターの

運営を市の直営にした意図を伺う。
	 市と運営協議会の役割分担を明確化し、

管理運営を市が責任を持って行い、企画事
業等を市民に担っていただくためである。
	 子育て支援策の充実の視点から見た、

ファミリーサポート事業の位置づけとは。
	 現在はNPOにセンター機能を担って

いただいているが、市としての取り組みを
明確化し、具体的な事業推進を検討したい。
	 バス停の環境改善を目的に、上屋やベ

ンチを設置することについての市の方針は。
	 事業者の設置が基本だが、景観や安全

の面からも、関係機関と調整を図りたい。

国際交流の意義と 
展望について

深沢達也議員
	 世界平和によって、日々の安寧と被災

地の復興、日本の再建があると確信してお
り、平和施策としての自治体による国際交
流の意義は今後も不変と考えるが、見解は。	
	 国家間のさまざまな課題があるとして

も、都市間や市民同士はそれを乗り越えて
交流を進めるべきである。青少年を中心と
した国際交流により、やがては大きな平和
につながると考えている。
	 今後の国際交流事業は現状を維持しつ

つ、アジアへの比重を増してはいかがか。
	 青少年の派遣事業では、事前研修や報

告会等を複数回実施しており、これ以上の
対応は難しく、現状の交流が基本と考える。

むさしのジャンボリーの 
安全な運営とサブリーダーの育成を

木﨑　剛議員
	 ①会場を市立自然の村に移して 31 年

が経過し、施設の老朽化が目立ってきたが、
現状認識と改修について見解を伺う②子ど
もプランの方針からすると、サブリーダー
の中高生が将来の地域の核となる人材とな
るよう育成するため、ジャンボリーへの参
加希望には、応えていくべきではないか。
	 ①毎年、事業実施前に点検し、適宜必

要な整備をしている。引き続き丁寧な維持
補修に努め、現在の施設を使用していきた
い②基本的にジャンボリー参加対象のメー
ンは小学４～６年生であるため、人数のバ
ランスを考慮し参加制限は致し方ない点が
あるが、今後、青少協等と検討したい。

深刻な保護司の減少に対する
市の取り組み等について

小美濃安弘議員
	 保護司が激減している。市は何らか

の形で人材確保の支援ができないか伺う。	
	 できるところは協力を進めていきたい。
	 非行やいじめ問題に対応するために保

護司が学校と連携することへの見解を伺う。
	 生活指導上の貴重な経験談などを、必

要に応じて個々に伺いたい。
	 武蔵野市の農地を守る取り組みを伺う。
	 都市農業振興に向けての諸施策の充実

を今後も都や国に要望していく。また後継
者が経営を続けられるよう研究したい。
	 来年の国体時の観光の取り組みを伺う。
	 国体開催をまちの活性化の一つとして

とらえ、関係者と連携して事業を考えたい。

地域主権一括法の 
対応状況等について

落合勝利議員
	 地域主権一括法への対応に関して①

本市の基本的な考え方②市民に対する説
明責任をどのように果たすのかを伺う。	
	 ①自らの判断と責任において地域の諸

課題に取り組むという改革の趣旨を踏まえ、
本市の課題解決につながるものがあれば、
積極的に活用したい②市民の皆様に理解い
ただけるよう丁寧な説明方法を考えたい。
	 通学路の安全確保のため、点検を教職

員と保護者で行っているが、子どもとは身
長差があり配慮が必要ではないか。
	 子どもの目線を前提に行っている。

　このほか、吉祥寺駅周辺の安全対策につ
いての質問がありました。

いじめ問題に対する 
取り組み等を問う

蔵野恵美子議員
	 学校内のいじめの早期発見のため、新

たな取り組みが必要ではないか。
	 日常の生活指導体制の充実が大事であ

ると認識している。
	 市長が教育行政に参画し、教育委員会

と協力する仕組みが必要と考えるが見解は。
	 現行制度でも、市長との意見交換や連

携はできると考える。
	 教育委員会の設置を地方自治体の決定

に委ねることについての見解を伺う。
	 制度の変更には慎重を要すると考える。
	 通学路の交通安全対策について伺う。
	 現地を確認し、対策が必要な箇所で道

路管理者や武蔵野警察と合同点検を行った。

「武蔵野学」を進めよう
山本あつし議員

	 本市の歴史について、特に農業と生活
のあり方を中心に、再度整理すべきでは。
	 明治 22 年に武蔵野村が誕生したため、

江戸以降の吉祥寺村等の成立のほか、明治
以降の武蔵野村としての都市の成立等の歴
史を大いに研究する必要があると考える。
	 武蔵野市政を貫く考え方について、他

の自治体等と協力して、「武蔵野学」とい
うものを進めるべきではないか。
	 ほかの自治体との連携を進めるうえで、

市としてのアイデンティティーの確立もな
ければならない。自治の方向や、本市の歴
史というベクトルを明確化し、さまざまな
連携を行う必要があると考える。

「いじめ」の解決に向けて 
地域や大人が取り組むことについて

斉藤シンイチ議員
	 子どもたちのいじめについて、いじめ

の起きない地域づくりが必要ではないか。	
	 地域の行事等を通じて、保護者や子ど

もたちと、地域とのつながりが深まるよう
な関係作りを推進したい。地域の人間関係
を豊かにすることが、いじめを生み出さな
い地域の醸成につながるものと考える。
	 いじめについて、教育支援センター等

の教育機関と福祉分野等の関係機関がつな
がりと協力を持って対応する必要は。
	 教育支援センターの相談対応のほか、

福祉的な対応が必要とされる、家庭の問題
等を原因とするいじめ等については、福祉
分野の機関と連携して対応している。

無作為抽出による、10代から高齢者までの 
討論型ワークショップの開催拡充について

ひがしまり子議員
	 第五期長期計画策定に際し、無作為抽

出市民ワークショップを初めて開催したが、
評価と今後のあり方・課題について伺う。
	 さまざまな市民の参加が得られた点で

成功したと認識している。意見を聞くと同
時に市の情報の伝達も行えた。今後も多様
な市民参加手法を進めていく。
	 参加人数が、抽出数 1,000 名に対し、

参加承諾者数が１回目 104 名、２回目 128
名、３回目 151 名となっている。これは他
市に比べ高い比率と考えるが、見解は。
	 他市の実績と比べると、100 名以上に

参加いただけたのは期待以上の成果だと考
える。今後とも継続していきたい。

公共施設内レストラン 
スペースの活性化等について

西園寺みきこ議員
	 まちぐるみで食育に取り組む観点から、

市役所 8階食堂・市民文化会館レストラン
などの活性化策と位置づけを伺う。
	 施設により設置目的が異なり一様では

ないが、魅力的になるよう工夫されるべき
と考える。契約は原則 1年更新で今後プロ
ポーザルを予定している所もある。
	 前記施設に地産地消等に取り組む事業

者の参入を促すため、地元野菜配送ネット
ワークづくりをすべきと考えるがいかがか。
	 可能性については、研究課題としたい。
	 落ち葉資源化の今後の見通しを伺う。
	 放射線の影響を見極め、地域の皆様方

にご参加いただきながら再開したい。

「受益者負担論」などにより市民負担の 
増大が検討されていること等について

橋本しげき議員
	 11 月 24 日を武蔵野市平和の日に制定

したが、平和事業について市長の考えは。
	 戦争体験や平和について考える機会を

幅広く提供し、平和な未来を目指していく。
	 社会保障分野に受益者負担の原則を持

ち込むことは、社会保障の本質にかかわる
重大な問題だと考えるが、見解を伺う。
	 社会保障には福祉的な面も多くある。

応益だけでなく、所得に応じた応能原則に
沿って負担を軽減することも必要と考える。
	 使用料・手数料等の見直しには、市民

の暮らしの実態に、十分に配慮すべきでは。
	 見直しに際しては、物価動向も含め社

会経済状況にも配慮し、検討を進めていく。

個別具体の課題を解決し、 
「大局」と「根本」を見据えよ

深田貴美子議員
	 吉祥寺南口は、国の「低炭素都市づく

り」交付金活用と企業連携の上、公会堂も
含む「再開発事業」とする考えはないのか。
	 準備組合提案も注視の上、研究したい。
	 DBO方式＊1 新クリーンセンター建設

で①市への「全売電収益繰入」は、コスト
削減への企業努力を高めることになるのか
②緑町コミセンは廃熱・廃電・給湯を利活
用した「BEMS」化＊2 を図るべきでは。
	 ①事業者収入ではごみ減量推進から発

電量保証は困難だ②電力供給のみと考える。
	 教育委員会・文教委員会へ報告の無

かった「都教委のいじめ調査」の本市結果は。
	 小学校 12 件、中学校 2件である。

＊1 PFI に類似した事業方式の一つ。
＊2 ビルエネルギー管理システム。

吉祥寺駅大改修に伴う 
まちづくりの進捗状況等について

前田秀樹議員
	 吉祥寺南口駅前広場の整備に向けた、

用地買収の進捗状況について伺う。
	 23 年度末までの取得率は 33.7％であ

り、今後も鋭意努力して買収を進めていく。
	 障害者を持つ家族の負担軽減のため、

ショートステイ施設の拡充を求める。既存
施設の増設、または新設の予定はあるか。
	 施設の増設・新設の予定はないが、今

後のニーズをよく見極めたうえで、障害者
計画の見直しの際に検討したい。
	 ハクビシン等の野生動物に対し、市は

どのように対処しているか伺う。
	 積極的な捕獲はしていないが、防除対

策については検討を進めていきたい。

安全・安心の 
まちづくり対策について

しばみのる議員
	 自転車走行の安全対策を今後さらに進

めていく中で、安全講習の促進や道路環境
整備などが大きな課題であるが、見解は。	
	 ソフト・ハード両面の取り組みが不可

欠と認識しており、警察とも協議しながら、
自転車の走行環境を整備していきたい。
	 市内では事例がないが、都内他市区で

は悲惨な孤立死が相次いでいる。地域リハ
ビリテーションを推進する中で、市の高齢
者等の見守り体制づくりを進める具体策は。
	 孤立防止庁内連絡会議を設置して検討

を進めているが、実際の見守りについては、
行政だけではできない課題であるため、今
後地域の方にも協力を呼びかけていきたい。

保育料について
川名ゆうじ議員

	 保育料を見直すことに異議はないが、
保育料審議会の設置理由の国基準保護者負
担率が 50％を下回っていること、保育料
収入の保育園運営費決算額に占める割合が
10％程度と低いことを基準に考えるべきで
はないと考える。認可と認可外の保育料格
差もあわせて考えるべきではないか。
	 保育料の格差は課題として認識してお

り、市が直接的にかかわる認可保育園の保
育料のあり方を整理するとともに、認可外
保育園の支援のあり方を議論していきたい。
　このほか、資源ごみの持ち去り、自治体
運営の基本ルールについての質問がありま
した。

「みどり」と 
「まちづくり」の武蔵野

内山さとこ議員
	 温暖化対策や太陽光・雨水活用等の有

効利用として①市内農地でソーラーシェア
リング＊を活用しては②市内の公共施設で
の太陽光や雨水等の活用を推奨するが。
	 ①設置の法的な可能性も含め、現在進

んでいる議論の整理を経た上で、市内農地
での活用も十分に考えられる②建てかえの
際に環境への配慮を視点に検討を進めたい。
	 建築物の高さの最高限度導入に向け、

計画素案の公表から決定までに期間がある
が、事業者の駆け込み申請への対応を伺う。
	 素案の中で具体的な数値基準を示すこ

とにより、計画決定までの間に抜け駆けの
ようなことはさせないと考えている。
＊ 太陽光を農作物と発電とでシェアすること。

平成24年８月２日に、東京河川改修促進連盟総会及び促進大会が、
日本青年館で開催されました。Ｃブロック（本市を含めた８市）を
代表し、きくち太郎議長が意見発表を行いました。

平成24年10月９日に、ワークセンター大地の後藤明広施設長等
を講師にお招きして、厚生委員会懇談会（勉強会）が全員協議会
室で行われました。心のバリアフリーの啓発や、肢体障がい者・
発達障がい者への配慮についての説明を受けました。当日は、厚
生委員のほか、多数の委員外議員が出席しました。
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１面写真募集要領〈次回の締め切り1月10日〉

●内　　容：	�武蔵野市内で応募者自身が撮影した、未発表のオリジナル作品（カラー）に限ります
（明らかに人物を特定できる場合は、ご本人の了承を得てください）。

●規　　格：	①紙焼きの場合　・サイズ　六つ切り
	 ②デジタルデータの場合
	 　・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式
	 　・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上
	 　・�ファイルサイズ	 2ＭＢ程度まで
	 	 （�2ＭＢ以上になるとメールが受信できない場合があります）
●審　　査：	議会広報委員会が審査します。
●発　　表：	�採用された作品は、2月1日発行の市議会だよりに掲載します
	 （賞品等はありませんのでご了承ください）。
●著 作 権：	�作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、市議会だより掲載後6か月間、他媒

体での発表等をご遠慮いただくことを、作品採用の条件といたします。
●期　　限：	 1月10日（木）当日消印有効
●応募方法：	�撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年月日・撮影場所・作品名・作品に関するコメント

（100字程度）を明記の上、下記あて先までご応募ください（作品は返却いたしません。
なお、今回採用されなかった場合、次号以降の市議会だよりの1面写真に使用させていた
だく場合があります）。

●あ て 先：	�〒180-8777	 武蔵野市緑町2-2-28
	 	 武蔵野市議会事務局　市議会だより係
	 デジタルデータの場合はメールで	 ofc-gikai@city.musashino.lg.jpまで
	 （CD-R等、各種メディアでの送付はご遠慮ください）
●問い合わせ：	℡0422-60-1883

議案審議結果（議決）一覧

第 3 回定例会
【市長提出議案（15件）】

議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

TEL　0422-60-1883　　FAX　0422-55-7555
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

議　会
事務局

●�武蔵野市教育委員会委員の任命の同意について………………同意（全会一致）
※栗田恵輔氏の武蔵野市教育委員会委員の任命に伴い、市議会の同意を求める

もの。
●武蔵野市教育委員会委員の任命の同意について………………同意（全会一致）

※宮崎活志氏の武蔵野市教育委員会委員の任命に伴い、市議会の同意を求める
もの。

●武蔵野市教育委員会委員の任命の同意について………………同意（全会一致）
※山本富美子氏の武蔵野市教育委員会委員の任命に伴い、市議会の同意を求め

るもの。
●武蔵野市教育委員会委員の任命の同意について………………同意（全会一致）

※栃折暢子氏の武蔵野市教育委員会委員の任命に伴い、市議会の同意を求める
もの。

●武蔵野市コミュニティ条例の一部を改正する条例……………可決（全会一致）
※八幡町コミュニティセンターの移転に伴い、改正をするもの。
●武蔵野市暴力団排除条例…………………………………………可決（全会一致）

※安全・安心のまちづくりを推進するために、市における暴力団排除における
基本理念などを制定するもの。

●武蔵野市災害対策本部条例の一部を改正する条例……………可決（全会一致）
※災害対策基本法の一部を改正する法律（平成 24 年法律第 41 号）の施行に伴

い、改正するもの。
●武蔵野市下水道条例の一部を改正する条例……………………可決（全会一致）

※下水道法施行令の一部を改正する政令（平成 24 年政令第 148 号） の施行に伴
い、公共下水道に排除する下水の水質基準を改めるもの。

●人身事故に係る損害賠償の額の確定及び和解について………可決（全会一致）
※武蔵野市道上で発生した人身事故に係る損害賠償の額の確定及び和解をする

ため、提案するもの。
●物損事故に係る損害賠償の額の確定及び和解について………可決（全会一致）

※武蔵野市の公園内の樹木により発生した物損事故に係る損害賠償の額の確定
及び和解をするため、提案するもの。

●平成 24年度武蔵野市一般会計補正予算（第２回）… …………可決（全会一致）
●平成 24年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第１回）… 可決（全会一致）
●武蔵野市固定資産評価員の選任の同意について………………同意（全会一致）

※武蔵野市固定資産評価員に、会田恒司副市長を選任することについて同意を
求めるもの。

●平成 23年度武蔵野市決算の認定について………………………認定（全会一致）
●平成 23年度武蔵野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
	 … ………………………………………………………可決及び認定（全会一致）
【議員提出議案（２件）】
●武蔵野市議会委員会条例の一部を改正する条例………………可決（全会一致）
●私立小・中学校就学者に対する教育費助成に関する意見書…可決（全会一致）

各議員の議案等に対する賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。
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インターネット議会中継ホームページに
アクセスする手順

インターネット議会中継をご覧いただけます
　現在、平成18年9月定例会以降の、本会議・決算特別委員会・予算特別委員会の模
様を録画でご覧いただけます。
　なお、録画は、生中継終了後3日程度（土・日・休日を除く）で、ご覧いただけます。

インターネット議会中継ホームページ

武蔵野市ホームページから
→  市議会  →  インターネット中継 の順にクリックしてください。

会派名簿
　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグループで、今後の議会活動の
一つの基盤となります。
※�氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。議員の連絡先は、
わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

自由民主クラブ� ☎60-1884
きくち　太　郎　　　木　﨑　　　剛
島　崎　義　司　　　近　藤　和　義
石　井　一　徳

むさしの未来� ☎60-1889
西園寺　みきこ　　　前　田　秀　樹
深　田　貴美子　　　小美濃　安　弘

民主党・無所属クラブ� ☎ 60-1887
ひがし　まり子　　　深　沢　達　也
内　山　さとこ　　　川　名　ゆうじ

市議会 市民クラブ� ☎ 60-1885
与　座　　　武　　　土　屋　美恵子
桑　津　昇太郎

市議会公明党� ☎60-1886
田　辺　あき子　　　小　野　正　二
落　合　勝　利

日本共産党武蔵野市議団�☎ 60-1888
橋　本　しげき　　　し　ば　みのる
本　間　まさよ

市民の党� ☎60-1890
山　本　ひとみ　　　斉 藤 シンイチ
山　本　あつし

会派に属さない議員� ☎ 60-1909
蔵　野　恵美子

──── 常任委員会の所管が変更されました ────
　６月 28 日の本会議において可決された「武蔵野市組織条例の一部を改正する条例」の
施行により、10 月 1 日から、市役所の企画政策室・環境生活部・都市整備部の 3部が、
総合政策部・市民部・環境部・都市整備部の 4部に再編され、１室７部体制から新たに９
部体制となりました。
　これに伴い、本市議会においては、９月６日の本会議に、「武蔵野市議会委員会条例の
一部を改正する条例」を議員提出議案として上程し、同日に全会一致で可決されました。
　10 月 1 日から、４常任委員会の所管は下記のとおりになりましたので、お知らせいた
します。

委員会名 所　管　事　項

総 務 委 員 会

１．�総合政策部、総務部、財務部、防災安全部、会計課、農業委員
会、監査委員、選挙管理委員会、公平委員会及び固定資産評価審
査委員会に属すること。

２．�市民部生活経済課、市民活動推進課、交流事業課、市民課（国民
年金に関することを除く。）及び市政センターに属すること。

３．他の常任委員会の所管に属さないこと。

文 教 委 員 会 １．子ども家庭部に属すること。
２．教育委員会に属すること。

厚 生 委 員 会

１．健康福祉部に属すること。
２．市民部保険課、市民課（国民年金に関することに限る。）に属す
ること。

３．環境部環境政策課、ごみ総合対策課及びクリーンセンターに属す
ること。

建 設 委 員 会 １．都市整備部及び水道部に属すること。
２．環境部下水道課及び緑のまち推進課に属すること。


